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喜悪 縁 -}J -j-7 ツ i:t，木前!のためをトのえ1;']1ζ ともない7社主幻のこ!ù. じて tdノれる紅、
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2. ねじりびき謀議の機構
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間1. ねじりびき駆動訳出T機械rピ21

(~，z 骨!，! (従軍lì

l く12 ， 丸太文: J 与チ ヤ
吋ノy

ャックとほ章J) チ γ ックにか~b されている木材々 :i汁jl~ させる i主給j;I，入口>h'[i行によりな村民乙比例する

:どの駆動チ γ ックの ::11松戸1がられ 。 [612 (丸 木付をね守主するチャック加分~，守ぷ

は木材のねじりびさ万訟として'L)治岳山刈lL}:l (若手>'} : 49-0604， '7日〕とある U

ひき材試験条件

供試付i立，後 12，~-， 14 crn~ 乏 êlOひじ口.1， Ç) 丸太 20/1えで rお o これらの丸太ωぷ 11 からそれぞれJ~ ざ 10

cm の H践を奴村し，部会~r去によっ、[;， y)級品頃持57eそを求めた υ すなわろ，ドJ鈴の liY;] 1] 印 lこがi心去、とおる

;日 )iiüJ の kk司仁縦そもうけ， とり ')iO))主単純にくく今/してι;u ぶした，，>き， jlt)i札) ，ト rH! にあら ;h

れる'&;1]*立総とその litÎ_Lo)l止ペとのJieW-k本 2 ごとにjj!jjじ 1J3 その、;ιiê.j ID!r IJ)]"j肢の l~:'.; (10 cm) に対

ずる比そもって繊維笥斜皮 (;k5) しだ。求められた繊似斜度\，'，~t メl ノk.iとよって呉なり ， :lfiJJ¥ 0, 3;b から

設火 6， 5;0 までの~~';Ull iこ分散しナ了のできその bj~が

/1ζ分け， tE 51] }StiLて 11 '1 のねじ )ij 皮をiJiJ êí'について i 士 10 没: (付比 300 cm あたり)， Vk~1守については 20

[主:とした。ねりりびさ 11寺の丸太村氏は3 災 i泣心部台 i二 2rjt"} crn とし， .1 記のねじり皮lこよって 1 7， 5 仁111

の心持ちtEj与をf菜料L..'t ひきは精度ならびに乾!法;とともなう ;J] じれの:交手を検討した。佼f!H後械~j: ~ 

1, OfiO mm ;:!.;;f;jヰi:f;iさ認のと激，のこ j手 0， 9 mrn，のこ 120 mm , 0.)ζ の緊張蕊 12 kg川1)η2， }';;1 の jえり

交は lOm!min の定Jtg とした。
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少な〈ともひきしに空きする分だけ

大きめに設定宇る必裂があろう。

Jjjりそ 3 材のよ i;さ )]i白Hζ沿う ijl1111
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1mであった【乾燥が混む!こ従って雪

同 J三 }ililj(と沿う 1 L:) IJ(})illi り~ 'a;:ljれかi 再

。 10

x )日 1むしい。と~'L~まJi.;kj~!j;iのチ T ック

と品川、とのずれ，内出応力含ひき Jは

後のたでかけ放iE12F が)lm.ì;]と忠われ

る。特iULiji:! の大きいiLifTは出 üliL
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;J!j 問題とし<:: [[lI{f必乾燥ペ~'.!Jく点 i;fJI5(j'の

め

検討が必裂であろう。
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乾燥絞}品問 7
ねじりびき袋践によぺ-(~メL

/14をねじりながらひた材できること

/ア i .lかハ jh: 。

乾燥によるねじれ交 li~，九、，; I 

パ 1 ，)，

ょJ'i人以必はきねじれの1<11 1H ，i!1hLuJ 円にあり，は;まよFおされる 1[1] こ店、:[バしる、J2) 

ユト洪lυtt;J (ご!認する rjl~~ ~おふ乙iときのねじれを妓も小さくするには， 同Wlのねじり何度合繊維伝説 iJJ主の

減税L傾斜度の小さいグノレ p プについてはがJ 5 度程度とすることが溜
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